
令和２年３月 70号

水沢地区広報

水沢地区の人口 総人口 ３，０５３人（昨年は３，１０３人） 男 １，４８７人 女 １，５６６人

令和になった今年度、水沢地区は熱い年となりました。
令和元年12月に水沢小学校のコミュニティスクール
が、令和元年度「地域学校協働活動」推進に係る文部
科学大臣表彰を受けました。

2010年度から「四日市版コミュニティスクール運営協議会」として10年間活動を行う
四日市市立水沢小学校が「地域学校協働活動」の推進について、文部科学大臣表彰を受
けた。同小の荻田弘樹校長と同小運営協議会の森哲也委員長、鈴木久代委員が1月23日、
四日市市役所を訪れ、森智広市長に表彰の報告と日頃の活動などについて報告をした。
同小では「水沢を学ぶ」「水沢に学ぶ」「水沢と学ぶ」をキーワードに、地域の自然、
文化、歴史、産業などと学習活動を重ね合わせて実践。児童が「郷土・水沢」に親しみ
や誇りを育む機会になっているという。また同地区が「お茶づくり」が盛んな地域であ
ることなどを踏まえ、地域の人が願う地場産業の振興を児童が興味を持ちやすいよう、
体験活動を中心に、学びを深める活動に力を入れている。
報告では、荻田校長と森委員長が森市長へ、日頃の活動などについて説明。森市長は

「地域で継続されてきたことは素晴らしい。頑張ってください」と話した。

【表彰状を手にする森委員長と森市長＝四日市市役所で】

すいざわ

（記事引用：YOUよっかいち https://www.you-yokkaichi.com/2020/01/23/8942）

コミュニティスクールが発足されて10年。地域と学校の協働活動が認められて誇らしいことで
す。また、水沢本町在住の森 紀子さんが宮内庁歌会始に応募され、入選されました。
もみじ祭りについてもテレビ取材がたくさんあり、たくさんの来訪者で賑わいました。
本当に水沢地区は話題が多く盛り上がりました。



編集後記

広報「すいざわ」はおかげさまで７０号まで発行してきました。
様々な内容を掲載して、みなさんに楽しんでいただけたと思
います。
広報委員は、何度も取材や会議を行い、広報誌を作り上げてき
ましたが、なかなか委員の活動も困難になり、話し合いをした
結果、この70号で一旦お休みさせてもらうことになりました。
今後はホームページやFacebookにてお知らせしていきます。
https://suizawa-yokkaichi.com/
https://www.facebook.com/SuizawaGorira/

ご寄付ありがとうございました

水沢地区社会教育福祉推進協議会では、地区
の方々から寄せられました寄付金を、地区の社
会教育福祉に関する行事や環境づくりなどに活
用させていただいております。
今後とも「生活改善活動にご協力いただきま

すようお願いします。
ご寄付をいただきましたのは次の方々です。

清水 行浩様（谷町）

令和2年度の町民運動会は水沢小学校の運動会と一緒に行います。
近年の異常気象？のためか、温暖化と言われ、夏が異常に暑く、熱中症について注意しな

いといけなくなりました。
小学校の運動会も秋から春に行われる学校も増えていますが、水沢小学校はお茶のシーズン
でもあり、秋に開催されています。
しかし、9月の中旬もかなり暑く、練習の間にも熱中症が心配されます。

そこで、10月に行うことができないかと、教育委員会からのお話があったようです。
コミュニティスクールで話し合いをし、「町民運動会と一緒にするのはどうか」と提案が出て、

検討し、同時開催とすることとなりました。10月17日（土）開催予定（雨天順延）

１０年前から歌会始へ応募しはじめ、令和初の歌会始に入選
されました。
皇居では、テレビで映ってるところだけでなく、天皇陛下

との個別での謁見、食事会など一日とても充実した日だっ
たそうです。
友人が「テレビを観ながら感動で泣いたわ」と聞き、うれ

しかったと言ってみえました。
水沢の風景がテレビで全国に放送され、たくさんの人に

知ってもらえ、知名度があがったのではないかなあと、生ま
れ育った故郷のことを誇らしく話してみえました。

【お題 「望」】
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令和２年１月１６日皇居・宮殿で催された「新
年歌会始の儀」に水沢本町の森紀子さんが、
水沢町の茶畑の風景を詠んだ短歌を披露さ
れました。
１９歳の時に新聞に投稿し、入選。２１歳の時

には新聞の歌壇賞を受賞されましたが、それ
以降は結婚、子育てにおわれ中断していたそ
うです。

【水沢本町 森紀子さん】


